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資料９-７ 浸水想定区域内・土砂災害警戒区域内の要配慮者施設一覧 

 

  

高潮 洪水 対象河川

1 社会福祉施設 GHアークはぁと 鶴原４丁目３番３０号 ○ ○ 見出川

2 医療施設 医療法人康生会泉佐野優人会病院 湊４丁目５番１７号 × ○ 佐野川

3 医療施設 社会福祉法人泉ヶ丘福祉会施設内診療所

4 社会福祉施設 社会福祉法人泉ヶ丘福祉会特別養護老人ホーム泉ヶ丘園

5 社会福祉施設 社会福祉法人泉ヶ丘福祉会泉ヶ丘園デイサービスセンター

6 社会福祉施設 社会福祉法人泉ヶ丘福祉会サービス付き高齢者向け住宅泉ヶ丘園

7 社会福祉施設 社会福祉法人泉ヶ丘福祉会特別養護老人ホーム泉ヶ丘園りんくう

8 社会福祉施設 佐野中圏域包括支援センター泉ヶ丘園

9 社会福祉施設 独立行政法人りんくう総合医療センターりんくう保育所

10 医療施設 独立行政法人りんくう総合医療センター

11 医療施設 医療法人龍志会IGTクリニック りんくう往来南３番４１ ○ × -

12 医療施設 社会医療法人三和会りんくう永山病院 りんくう往来南２番３ ○ ○ 樫井川

13 社会福祉施設 親子教室 羽倉崎４丁目２－１１０ ○ ○ 樫井川

14 社会福祉施設 社会福祉法人幸楽会こだまこども園 羽倉崎４丁目２番３２号 ○ ○ 樫井川

15 社会福祉施設 もみの木のいえ 羽倉崎三丁目８番５号 ○ × -

16 学校 泉佐野市立佐野中学校 羽倉崎４丁目３－１２ ○ ○ 樫井川

17 社会福祉施設 ポピンズナーサリースクール関西空港 泉州空港北1番地建設棟１～２F ○ × -

18 社会福祉施設 社会福祉法人泉佐野ルーテル福祉会ルーテルこども園 湊３丁目13番11号 ○ × -

19 社会福祉施設 デイサービスセンターひだまり湊 湊２丁目６番４３号 ○ × -

20 学校 泉佐野市立長南中学校 南中安松８８８ × ○ 樫井川

21 社会福祉施設 おたふく 南中樫井６９８ × ○ 樫井川

22 社会福祉施設 デイサービス和草 鶴原２丁目４番１８号 ○ × -

23 社会福祉施設 デイサービスりん 下瓦屋３丁目１番１９号 ○ × -

24 社会福祉施設 デイサービスほほえみ 湊３－６－７ ○ × -

25 社会福祉施設 ＹＥＬＬＯＷ りんくう往来南５－２５ ○ ○ 樫井川

26 社会福祉施設 グループホームアイニ―湊 湊３－８－１１ ○ × -

※地域防災計画に記載する要配慮者利用施設の基準は次のとおり。
・想定浸水深が50㎝以上の施設
・医療施設については入院施設を有する
・社会福祉施設については入所又は通所を有する

地図上
の番号

りんくう往来南５番１７号 ○ ○ 樫井川

りんくう往来北２－２３ ○ × -

分類 施設名称 所在地
浸水想定

土丸５３１番地 × ○ 樫井川
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分

類 
施設名称 所在地 電話番号 土砂災害警戒区域 備考 

社

会

福

祉

施

設 

社会福祉法人光会 

障害者支援施設 光園 
大木 1117 

072-459 

-7229 

急傾斜地の崩壊 

K21300010 
大木(4)   

社会福祉法人清光会 

障がい者福祉施設  

ゆかりの里 

大木 10 
072-459 

-7814 

急傾斜地の崩壊 

K21300380 
大木（3） 

和泉の里と
隣接 

社会福祉法人清光会 

障がい者福祉施設  

和泉の里 

大木

2247-1 

072-459 

-7613 

急傾斜地の崩壊 

K21300380 
大木（3） 

ゆかりの里
と隣接 

社会福祉法人泉ヶ丘福祉会 

特別養護老人ホーム 

泉ヶ丘園 

土丸 531 
072-467 

-2160 

土石流 

D21310080 

樫井川左 7 

(土丸) 
  

社会福祉法人犬鳴山 

特別養護老人ホーム 

犬鳴山荘 

土丸 388 
072-468 

-0661 

急傾斜地の崩壊 

K21300290 
土丸(6)   

学

校 
泉佐野市立大木小学校 大木 1443 

072-459 

-7344 

土石流 

D21310070 

樫井川左 10 
(下大木渓) 

屋内運動場
及び校舎 
2 階は指定
避難場所 

医
療
施
設 

清光会付属診療所 
大木

2247-1 

072-459 

-7613 

急傾斜地の崩壊 

K21300380 
大木（3） 

和泉の里と
隣接 
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資料９-８ 原子力災害避難（行動方針・避難路） 

もしも原子力災害が起こったら 

 

近隣の原子力施設にて原子力災害が起こった場合、住民の皆さんも身体に影響を及ぼさ

ないように身を守るための行動が必要です。 

身を守るためには、災害時の状況により、その時々の状況に応じた行動をとることが必

要です。具体的には、国の原子力規制委員会が、定める基準（OIL）と現場の放射線の測

定値を照らし合わせた結果をもとに、住民の皆さんがどのような行動をとればよいのかを

発表します。 

表 OILの基準 

避難の緊急性 

の目安 

OIL１ 早急に避難が必要 

OIL２ 一時移転が必要【概ね１週間以内】 

体表面の除染が 

必要かの目安 
OIL４ 体表面の除染が必要 

 

 

 

 

  

図 防護措置のフロー 

※OIL2 の基準を超えた場合、地域生産物の摂取を制限する。 
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★避難や移転が必要となる可能性がある地域        

・原子力災害が起こった場合、図の紫で塗られている地域が、原子力施設から半径 500

ｍ以内（UPZ 内）の地域であり、身を守るための行動が必要な地域になります。 

・その時々の必要な行動は、防災行政無線や行政から施設管理者様への連絡等により発表

します。 

 

★屋内退避とは（災害発生時～）        

・屋内退避とは、自宅や職場、公共施設など近くの屋内に入ることです。 

・屋内退避時には、窓を閉める、換気扇を回さないなど放射性物質が建物内に入ってこな

いようにしましょう。 

 

★緊急性に応じた避難行動         

① OIL1：早急に避難が必要なとき 

・緊急時の避難は、避難指示があってから数時間以内に避難を完了させます。 

・避難は、図の青のルートに沿って避難所である日根野中学校まで移動します。 

・避難にあたり、幹線道路を通ることや、道幅が狭い道路を通るので、慌てず落ち着いた

避難行動が必要です。 

 

② OIL2：一時移転が必要【概ね１週間以内】 

・緊急性がない場合でも、無用な被ばくを防ぐために、事態が落ち着くまで一時移転をす

る必要があります。 

・一時移転までは、1 週間程度内が目安とされており、その間に一時移転の準備をしてい

ただき、不要な外出は控えてください。 

・一時移転先の確保は行政が行います。 
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